
平
成
二
十
五
年
度
決
算

議
決

一
、
本
件
決
算
は
、
こ
れ
を
是
認
す
る
。

二
、
内
閣
に
対
し
、
次
の
と
お
り
警
告
す
る
。

内
閣
は
、
適
切
な
措
置
を
講
じ
、
そ
の
結
果
を
本
院
に
報
告
す
べ
き
で
あ
る
。

１

国
等
が
補
助
金
等
を
支
出
し
て
い
る
大
学
等
研
究
機
関
の
公
的
研
究
費
の
不
適
正
な
会
計
経
理
に
関
し
、
本
院
が
警
告

決
議
等
に
よ
り
繰
り
返
し
是
正
改
善
を
促
し
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
も
国
立
大
学
法
人
、
厚
生
労
働
省
や
農

林
水
産
省
所
管
の
研
究
機
関
に
お
い
て
、
不
正
受
給
等
の
事
案
が
相
次
い
で
い
る
こ
と
は
、
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。

政
府
は
、
不
適
正
な
会
計
経
理
が
後
を
絶
た
な
い
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、
所
管
が
異
な
る
複
数
の
研
究
機
関
で
同
種

の
事
案
が
発
生
し
た
こ
と
に
鑑
み
、
関
係
府
省
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
各
機
関
に
お
け
る
不
正
防
止
体
制
の
整

備
状
況
に
関
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
厳
格
に
行
う
な
ど
、
不
適
正
な
会
計
経
理
の
根
絶
に
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ

る
。

２

歴
史
的
・
芸
術
的
価
値
を
有
す
る
文
化
財
は
、
滅
失
又
は
毀
損
し
た
場
合
の
原
状
回
復
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
十

全
の
管
理
が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
二
十
七
年
一
月
の
時
点
で
、
国
宝
三
件
を
含
む
国
指
定
文
化
財
で
あ



る
美
術
工
芸
品
百
八
十
件
の
所
在
が
不
明
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
同
年
二
月
以
降
、
寺
社
等
の
文
化
財
が
油
の
よ

う
な
液
体
に
汚
損
さ
れ
る
被
害
が
相
次
い
で
い
る
こ
と
は
、
遺
憾
で
あ
る
。

政
府
は
、
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
る
文
化
財
の
追
跡
調
査
を
更
に
進
め
る
と
と
も
に
、
再
発
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
、

文
化
財
の
所
在
を
的
確
に
把
握
で
き
る
体
制
を
構
築
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
文
化
財
の
防
犯
・
防
火
体
制
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
よ
り
一
層
の
強
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

３

東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
構
内
の
排
水
路
か
ら
汚
染
水
が
外
洋
へ
流
出
し
て
い
た
事
態
、
ま
た
、

東
京
電
力
が
当
該
排
水
路
に
お
け
る
放
射
性
物
質
の
測
定
デ
ー
タ
を
十
か
月
間
に
わ
た
り
公
開
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、

経
済
産
業
省
及
び
原
子
力
規
制
委
員
会
の
本
事
案
へ
の
指
導
・
監
督
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
と
な
り
、

国
民
の
信
頼
を
失
墜
さ
せ
た
こ
と
は
、
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。

政
府
は
、
放
射
線
デ
ー
タ
や
汚
染
水
等
に
関
す
る
情
報
公
開
体
制
の
整
備
、
汚
染
水
漏
え
い
等
が
生
じ
た
際
の
対
応
策

等
に
つ
い
て
東
京
電
力
へ
の
指
導
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
リ
ス
ク
管
理
体
制
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
汚
染
水
の
処
理
が

適
切
か
つ
着
実
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

４

戦
後
最
悪
の
火
山
災
害
と
な
っ
た
平
成
二
十
六
年
九
月
の
御
嶽
山
の
噴
火
等
を
受
け
、
火
山
防
災
対
策
の
強
化
が
求
め



ら
れ
る
中
、
気
象
庁
等
に
お
い
て
火
山
現
象
を
一
体
的
に
評
価
で
き
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
火
山
の
専
門

知
識
を
有
す
る
人
材
が
慢
性
的
に
不
足
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
火
山
の
監
視
観
測
体
制
等
に
不
備
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
看

過
で
き
な
い
。

政
府
は
、
火
山
噴
火
予
知
連
絡
会
の
提
言
等
も
踏
ま
え
、
気
象
庁
及
び
大
学
等
研
究
機
関
の
一
層
の
連
携
強
化
、
地
方

公
共
団
体
に
お
け
る
火
山
防
災
協
議
会
の
機
能
強
化
、
火
山
の
観
測
・
研
究
か
ら
防
災
対
策
ま
で
を
一
元
的
に
実
施
・
調

整
す
る
た
め
の
体
制
の
整
備
・
拡
充
等
を
行
い
、
火
山
災
害
の
未
然
防
止
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

５

北
海
道
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
（
Ｊ
Ｒ
北
海
道
）
管
内
で
多
発
し
た
鉄
道
事
故
を
受
け
て
、
平
成
二
十
六
年
六
月
に
本
院

が
警
告
決
議
を
行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
も
同
社
管
内
で
貨
物
列
車
の
脱
線
事
故
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
内
で
の
発

煙
事
故
等
が
相
次
い
だ
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
管
内
に
お
い
て
山
手
線
の
架
線
柱
の
倒
壊
事
故
等
が
、
Ｊ
Ｒ
九
州
管
内
に
お

い
て
特
急
列
車
が
正
面
衝
突
寸
前
で
緊
急
停
止
し
た
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
は
、
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。

政
府
は
、
重
大
事
故
の
続
発
に
よ
り
、
鉄
道
の
安
全
性
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
が
大
き
く
揺
ら
い
で
い
る
こ
と
を
強
く

認
識
し
、
鉄
道
事
業
者
の
安
全
管
理
体
制
の
更
な
る
強
化
に
向
け
た
各
種
取
組
に
対
し
、
改
善
状
況
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

す
る
な
ど
実
効
性
の
あ
る
指
導
・
監
査
を
徹
底
す
べ
き
で
あ
る
。



６

平
成
二
十
四
年
に
発
覚
し
た
防
衛
関
連
企
業
七
社
に
よ
る
過
大
請
求
事
案
以
降
、
防
衛
省
が
防
衛
装
備
品
等
の
調
達
に

関
し
、
様
々
な
再
発
防
止
策
を
講
じ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
も
同
種
の
事
案
が
繰
り
返
し
発
生
し
、
会
計
検

査
院
か
ら
再
三
に
わ
た
り
指
摘
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
、
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。

政
府
は
、
不
適
切
な
事
案
が
後
を
絶
た
な
い
こ
と
を
深
く
反
省
し
、
調
達
関
係
機
関
の
職
員
に
対
す
る
再
発
防
止
策
の

周
知
徹
底
や
、
防
衛
関
連
企
業
へ
の
実
態
調
査
と
そ
れ
を
踏
ま
え
た
改
善
の
要
求
な
ど
、
実
効
性
あ
る
取
組
を
確
実
に
実

施
す
る
と
と
も
に
、
監
査
機
能
の
充
実
・
強
化
等
を
通
じ
て
調
達
の
透
明
性
、
公
正
性
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。


